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す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎

235



菅
内
閣
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
拡
大
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
五
月
二
十
六
日
、
仏
国
の
ド
ー
ビ
ル
で
開
幕
し
た
主
要
八
ヶ
国
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
菅
総
理
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
日

本
の
一
千
万
戸
の
住
宅
に
設
置
す
る
目
標
を
掲
げ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
柱
と
す
る
こ
と
を
表
明
し

た
が
、
海
江
田
経
済
産
業
大
臣
は
「
報
道
を
通
じ
て
知
っ
た
。
聞
い
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
政
府
部
内
で
十
分
検
討
し
た
形
跡

が
全
く
な
い
こ
と
を
露
呈
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
菅
総
理
一
流
の
思
い
つ
き
発
言
と
思
わ
れ
る
が
、
か
つ
て
我
が
党
は
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
覚
め
や
ら
ぬ
平
成
二
十
一
年
四
月
十
五
日
、
補
正
予
算
の
基
本
と
な
る
「
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
日
本
経
済

再
生
戦
略
会
議
」
に
お
い
て
、
世
界
を
牽
引
す
る
グ
リ
ー
ン
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
の
目
標
値

は
、
二
千
二
十
年
頃
に
現
在
の
二
十
倍
程
度
、
三
年
間
で
小
中
高
三
万
六
千
校
に
「
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
を
実
施
、

太
陽
光
設
置
を
十
倍
以
上
と
し
、
二
千
二
十
年
時
点
で
太
陽
光
発
電
関
係
の
雇
用
規
模
を
十
一
万
人
程
度
に
拡
大
す
る
と
明
示

し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
回
は
こ
れ
を
前
倒
し
し
た
政
策
案
と
も
映
り
、
聊
か
新
鮮
さ
に
欠
け
る
も
の
で
あ
る
。

将
来
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
る
の
は
当
然
だ
が
、
技
術
革
新
が
実
現
し
、
企
業
や
家
庭
が
利
用
し
や

す
い
送
電
網
な
ど
整
備
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
技
術
・
資
金
と
も
に
課
題
が
多
い
。
何
よ
り
も
そ
の
品
質
・
量
・
コ
ス
ト

に
問
題
が
あ
り
、
原
発
の
重
要
性
は
不
変
で
あ
る
。

一



資
源
小
国
の
我
が
国
が
経
済
力
を
堅
持
し
、
復
旧
・
復
興
に
明
確
な
道
筋
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
原
発
の
更
な
る
安
全
性
の

向
上
を
図
っ
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
発
を
利
用
し
つ
つ
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
や
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
組
み
合
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

先
の
主
要
八
ヶ
国
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
菅
総
理
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
日
本
の
一
千
万
戸
の
住
宅
に
設
置
す
る
目
標
を
掲

げ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
柱
と
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
部
内
で
十
分
検
討

が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
、
海
江
田
経
済
産
業
大
臣
が
「
報
道
を
通
じ
て
知
っ
た
。
聞
い
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
先
の
主
要
八
ヶ
国
首
脳
会
議
に
お
い
て
の
菅
総
理
の
表
明
に
つ
い
て
、
総
理
一
流
の
思
い
つ
き
で

あ
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
と
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
先
の
主
要
八
ヶ
国
首
脳
会
議
に
お
け
る
菅
総
理
の
記
者
会
見
で
は
、
技
術
革
新
、
民
間
企
業
の
発
想

二



及
び
資
金
の
活
用
、
固
定
価
格
買
取
り
制
度
な
ど
抽
象
論
に
終
始
し
、
そ
の
実
現
性
に
つ
い
て
は
非
常
に
疑
わ
し
い
と
思
わ

ざ
る
を
得
な
い
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
民
間
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
に
よ
る
と
、
原
発
の
廃
炉
コ
ス
ト
一
基
当
た
り
千
億
か
ら
二
千
五

百
億
円
、
太
陽
光
導
入
の
た
め
の
送
電
網
強
化
対
策
約
四
兆
円
、
電
力
需
要
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
な
ど
の
前
提
条
件
を
も
と
に

発
電
コ
ス
ト
を
算
出
し
た
結
果
、
「
国
内
五
十
四
基
を
全
廃
し
、
原
発
分
を
液
化
天
然
ガ
ス
で
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
代
替
し
た
場
合
、
二
千
二
十
年
の
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
発
電
コ
ス
ト
は
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
増
」
と

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

一
〜
五
に
関
連
し
、
将
来
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
る
の
は
当
然
だ
が
、
技
術
革
新
が
実
現
し
、
企

業
や
家
庭
が
利
用
し
や
す
い
送
電
網
な
ど
整
備
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
技
術
・
資
金
と
も
に
課
題
が
多
い
。
何
よ
り
も

そ
の
品
質
・
量
・
コ
ス
ト
に
問
題
が
あ
り
、
原
発
の
重
要
性
は
不
変
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

一
〜
六
に
関
連
し
、
資
源
小
国
の
我
が
国
が
経
済
力
を
堅
持
し
、
復
旧
・
復
興
に
明
確
な
道
筋
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
原

発
を
利
用
し
つ
つ
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
や
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
組
み
合
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三



右
質
問
す
る
。

四


